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人口センサスからみる
東アジアの社会大変動

●
訪
問
調
査
か
ら
登
録
セ
ン
サ
ス

方
式
へ

　

現
在
の
よ
う
な
人
口
セ
ン
サ
ス
が
、

韓
国
で
初
め
て
実
施
さ
れ
た
の
は
一
九

二
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
調
査

名
は
「
簡
易
国
勢
調
査
」
で
あ
っ
た
。

一
九
二
五
年
の
開
始
時
か
ら
、
五
年
ご

と
の
実
施
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
一

九
六
〇
年
に
行
わ
れ
た
第
九
回
調
査
か

ら
は
、「
住
宅
」
部
門
と
「
標
本
調

査
」
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
で
、
現
行
の

調
査
の
仕
組
み
が
形
作
ら
れ
た
。
正
式

名
称
も
一
九
九
〇
年
か
ら
は
「
人
口
住

宅
総
調
査
」
に
変
更
さ
れ
、
定
着
し
て

い
る
。

　

直
近
の
二
〇
一
〇
年
調
査
の
場
合
、

同
年
一
一
月
一
日
時
点
で
の
国
内
居
住

者
す
べ
て
を
対
象
に
す
る
全
数
調
査
と
、

人
口
一
〇
％
を
サ
ン
プ
ル
に
し
た
標
本

調
査
（
二
〇
一
五
年
か
ら
は
二
〇
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
）
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
一
〇
月
二
二
日
か
ら
一
七
日
間
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
式
の
ウ
ェ
ブ
調

査
（
二
〇
〇
五
年
調
査
よ
り
導
入
、

ウ
ェ
ブ
調
査
の
回
収
率
は
約
四
七
％
、

外
国
人
の
同
調
査
の
回
収
率
は
一
一
・

三
％
）
を
先
に
実
施
し
、
一
一
月
一
日

か
ら
は
、
そ
の
未
回
答
者
に
対
し
て
戸

別
訪
問
調
査
で
補
う
仕
組
み
で
あ
る
。

調
査
デ
ー
タ
の
多
く
は
、
韓
国
統
計
庁

の
国
家
統
計
ポ
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
、
参
考
資
料
⑤
）
を
通
し
て
、

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
式
に
よ
っ
て
公
開
さ

れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
〇
一
五
年
か
ら
全
数

調
査
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る

「
登
録
セ
ン
サ
ス
方
式
」
の
導
入
が
予

定
さ
れ
て
い
る
（
参
考
資
料
③
）。
こ

れ
に
よ
り
、
全
数
調
査
の
た
め
の
ウ
ェ

ブ
調
査
と
訪
問
調
査
は
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
代
わ
り
、
一
種
の
国

民
背
番
号
で
あ
る
「
住
民
登
録
番
号
」

か
ら
得
ら
れ
た
行
政
登
録
情
報
を
加
工

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
全
数
調
査
で
獲
得

さ
れ
て
い
た
内
容
を
作
り
上
げ
る
方
式

が
と
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
方
式

に
変
更
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
国
内
の

行
政
事
務
で
必
須
事
項
に
な
っ
て
い
る

住
民
登
録
番
号
制
の
整
備
が
前
提
条
件

と
な
る
。
人
口
二
〇
％
サ
ン
プ
ル
の
標

本
調
査
は
、
従
来
と
同
様
、
ウ
ェ
ブ
調

査
と
訪
問
調
査
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。

　

こ
の
新
方
式
の
主
な
狙
い
は
、
人
口

セ
ン
サ
ス
の
軸
を
、
セ
ン
サ
ス
を
補

完
・
代
替
す
る
各
種
調
査
の
登
場
に

よ
っ
て
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
全
数
調
査

で
は
な
く
、
特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る
よ

り
精
密
な
標
本
調
査
に
シ
フ
ト
し
て
い

く
こ
と
に
あ
る
。
高
齢
化
、
少
子
化
、

過
疎
化
、
お
よ
び
社
会
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
問
題
の
よ
う
に
、
新
た
に
台
頭

す
る
社
会
問
題
に
関
す
る
質
問
項
目
を

標
本
調
査
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
入
れ
る
こ

と
で
、
そ
の
実
態
を
よ
り
詳
細
に
把
握

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
二
〇

一
五
年
一
二
月
二
四
日
、
韓
国
統
計
庁

登
録
セ
ン
サ
ス
課
イ
ム
事
務
官
ら
と
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

に
よ
り
、
一
人
で
ひ
と
つ
の
世
帯
を
構

成
す
る
「
単
独
世
帯

0

0

0

0

」
も
こ
れ
ら
新
し

い
社
会
問
題
の
ひ
と
つ
の
典
型
例
で
あ

る
。
以
下
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
後
の

韓
国
人
口
住
宅
総
調
査
に
基
づ
き
、
そ

の
単
独
世
帯
の
変
化
を
中
心
に
検
討
し

て
み
た
い
。

●
単
独
世
帯
の
増
加
と
特
徴

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
の
家
族
構
造
の

変
化
を
み
る
と
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
・
地

域
の
な
か
で
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
お

よ
び
タ
イ
に
お
い
て
単
独
世
帯
が
著
し

く
増
え
て
い
る
（
参
考
資
料
⑥
、
三
一

ペ
ー
ジ
）。
人
口
住
宅
総
調
査
で
算
出

さ
れ
た
韓
国
の
世
帯
総
数
は
、
二
〇
〇

〇
年
の
約
一
四
三
九
万
世
帯
か
ら
二
〇

一
〇
年
の
約
一
七
三
四
万
世
帯
に
増
え

て
い
る
。
同
期
間
で
、
単
独
世
帯
の
総

数
も
、
約
二
二
二
万
世
帯
か
ら
約
四
一

四
万
世
帯
に
増
え
て
い
る
。
世
帯
総
数

と
単
独
世
帯
の
総
数
の
一
〇
年
間
の
変

化
率
を
計
算
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二

〇
・
五
％
増
と
八
六
・
二
％
増
に
な
る
。

単
独
世
帯
の
増
加
率
が
世
帯
総
数
の
そ

れ
よ
り
四
倍
強
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
。

表
１
に
よ
る
と
、
そ
の
増
加
ぶ
り
は
、

と
り
わ
け
女
性
よ
り
男
性
の
ほ
う
が
、

農
村
部
よ
り
都
市
部
の
ほ
う
が
、
首
都

　
韓
国増

加
す
る
単
独
世
帯
者
の

高
学
歴
化
と
高
齢
化

金
炫
成
・
金
成
垣
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圏
以
外
よ
り
首
都
圏
の
ほ
う
が
よ
り
顕

著
で
あ
る
。

　

単
独
世
帯
の
増
加
は
、
従
来
の
家
族

構
造
の
変
容
に
つ
い
て
の
説
明
（
参
考

資
料
⑥
）
を
裏
付
け
る
事
実
の
ひ
と
つ

で
も
あ
る
。
そ
の
要
因
を
探
る
に
は
複

眼
的
か
つ
長
期
的
分
析
を
要
す
る
が
、

こ
こ
で
は
、
若
年
層
に
限
定
し
て
、
単

眼
的
な
現
況
に
照
ら
し
て
考
え
て
み
た

い
。
た
と
え
ば
、
大
卒
以
上
の
高
学
歴

若
者
の
失
業
と
外
国
人
労
働
者
の
急
増

と
い
う
要
因
に
注
目
し
て
み
る
と
、
地

方
か
ら
首
都
圏
の
大
学
に
進
学
す
る
た

め
に
上
京
す
る
若
者
の
多
く
は
、
い
っ

た
ん
単
独
世
帯
に
な
る
。
一
方
で
、
大

卒
者
の
就
職
率
は
二
〇
〇
八
年
以
降
に

急
激
に
低
下
し
、
就
職
浪
人
も
毎
年
増

加
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら

の
多
く
は
、
通
っ
て
い
た
大
学
の
近
く

に
卒
業
後
も
居
住
し
な
が
ら
、
就
職
活

動
や
転
職
活
動
に
専
念
す
る
。

　

他
方
、
韓
国
で
の
外
国
人
労
働
者
は

ハ
ー
ド
ワ
ー
カ
ー
系
の
男
性
が
主
流
で

あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
人
口
住
宅
総
調

査
に
よ
る
と
、
外
国
人
世
帯
の
多
く
が

単
独
世
帯
で
あ
り
、
そ
の
六
三
・
九
％

が
首
都
圏
に
居
住
し
て
い
る
。
韓
国
で

は
非
常
に
多
く
の
人
口
と
企
業
が
首
都

圏
に
密
集
し
て
お
り
、
農
村
部
よ
り
都

市
部
の
首
都
圏
の
ほ
う
で
労
働
需
要
が

よ
り
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
人
世

帯
も
首
都
圏
居
住
者
が
多
く
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

単
独
世
帯
者
の
比
率
を
性
別
か
ら
捉

え
る
と
、
興
味
深
い
事
実
が
発
見
で
き

る
。
図
１
は
、
二
〇
一
〇
年
の
各
年
齢

別
人
口
に
占
め
る
性
別
の
単
独
世
帯
者

数
の
比
率
を
示
し
て
い
る
。
当
然
の
こ

と
で
は
あ
る
が
、
一
〇
代
の
単
独
世
帯

者
の
比
率
は
一
〇
％
以
下
で
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
が
家
族
と
と
も
に
生
活
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
〇
代
に
な
る
と
、

単
独
世
帯
者
の
比
率
も
増
え
て
い
く
。

韓
国
の
高
い
大
学
進
学
率
（
二
〇
一
〇

年
時
点
で
約
七
九
％
）
を
勘
案
す
る
と
、

首
都
圏
の
大
学
に
通
う
た
め
の
単
独
世

帯
者
の
増
加
が
そ
の
背
景
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

二
〇
代
か
ら
五
〇
代
前
半
の
年
齢
層

に
お
い
て
は
、
一
貫
し
て
女
性
よ
り
も

男
性
の
ほ
う
が
単
独
世
帯
の
比
率
が
高

い
。
二
〇
一
〇
年
調
査
の
分
析
レ
ポ
ー

ト
（
参
考
資
料
②
）
に
よ
る
と
、
単
独

世
帯
者
の
比
率
は
、
男
性
の
場
合
は
二

八
歳
を
ピ
ー
ク
に
、
女
性
の
場
合
は
二

六
歳
と
七
九
歳
の
二
回
を
ピ
ー
ク
に
最

も
高
い
。

　

こ
こ
で
、
五
五
歳
ラ
イ
ン
で
男
女
の

逆
転
が
起
き
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

図
１
で
は
、
ち
ょ
う
ど
五
五
歳
の
時
点

で
、
女
性
の
単
独
世
帯
者
の
比
率
が
男

性
の
そ
れ
を
上
回
る
よ
う
に
な
る
。
主

に
離
婚
と
死
別
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
韓
国
労
働
市
場
の
特
徴
に
関

連
づ
け
た
仮
説
の
設
定
も
可
能
で
あ
ろ

う
。

　

韓
国
の
企
業
で
は
平
均
的
な
実
質
退

職
年
齢
は
五
〇
代
前
半
で
あ
り
、
他
の

先
進
国
に
比
べ
て
非
常
に
早
い
。
二
〇

一
六
年
か
ら
は
、
企
業
規
模
に
応
じ
て

段
階
的
に
六
〇
歳
定
年
が
義
務
付
け
ら

れ
る
予
定
で
は
あ
る
が
、
す
べ
て
の
企

業
に
適
用
さ
れ
る
ま
で
に
は
か
な
り
の

時
間
が
要
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

も
、
企
業
か
ら
す
る
と
、
行
政
に
よ
る

定
年
強
制
に
対
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
抜

け
道
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
五
〇

代
前
半
に
定
年
退
職
し
た
男
性
の
再
就

職
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
た
め
、

彼
ら
の
多
く
は
自
営
業
者
と
な
る
道
を

選
ば
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
し
か
し
、

大
量
開
業
に
よ
る
激
し
い
競
争
下
で
自

営
業
の
利
益
率
は
非
常
に
低
く
、
彼
ら

の
約
七
〇
％
が
開
業
五
年
以
内
に
廃
業

に
陥
る
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
（
参
考

資
料
⑦
、
二
ペ
ー
ジ
）。
彼
ら
の
年
代

の
多
く
が
、
韓
国
で
第
一
次
ベ
ビ
ー

表１ 　単独世帯の性別と地域分布別の変化（2000～10年）
2000年 2005年 2010年 2000～10年

世帯数
（千戸）

構成比
（％）

世帯数
（千戸）

構成比
（％）

世帯数
（千戸）

構成比
（％）

変化率
（％）

世帯合計 (A) 14,391 100.0 15,988 100.0 17,339 100.0 20.5 
単独世帯計 (B) 2,224 15.5 3,171 19.8 4,142 23.9 86.2 
単独世帯計 (B) 2,224 100.0 3,171 100.0 4,142 100.0 86.2 

男性 945 42.5 1,418 44.7 1,924 46.5 103.6 
女性 1,279 57.5 1,753 55.3 2,218 53.5 73.4 

都市部（洞地域） 1,642 73.8 2,440 76.9 3,244 78.3 97.6 
農村部（邑・面地域） 582 26.2 731 23.1 897 21.7 54.1 
　　首都圏 839 37.7 1,239 39.1 1,631 39.4 94.4 

ソウル市 502 (22.6) 676 (21.3) 854 (20.6) 70.1 
京畿道 337 (15.2) 563 (17.8) 777 (18.8) 130.6 

　　首都圏以外 1,385 62.3 1,932 60.9 2,511 60.6 81.3 
（注）　小数点第２位を四捨五入して計算。
（出所）　韓国統計庁 KOSIS のデータに基づき、筆者が加工作成。

図１　年齢と性別単独世帯の比率（2010年）

（出所）　表１に同じ。
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ブ
ー
マ
ー
（
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六

三
年
生
ま
れ
、
約
七
三
三
万
人
）
と
い

わ
れ
る
人
々
で
、
経
済
的
困
窮
の
状
況

に
さ
ら
さ
れ
や
す
く
、
そ
れ
が
家
庭
内

ト
ラ
ブ
ル
や
離
婚
の
原
因
に
も
な
っ
て

い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
仮
説
と
し
て
は
、
女

性
の
ほ
う
が
男
性
よ
り
も
平
均
寿
命
が

長
い
の
で
、
高
齢
女
性
の
単
独
世
帯
が

多
い
と
説
明
す
る
方
法
も
あ
り
う
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
説
を
と
る
に
し
て

も
、
五
五
歳
以
上
に
な
る
と
、
な
ぜ
女

性
の
単
独
世
帯
の
比
率
が
男
性
の
そ
れ

を
「
非
常
に
」
大
き
く
上
回
る
の
か
と

い
う
疑
問
は
依
然
と
し
て
残
る
。

●
高
学
歴
化
す
る
単
独
世
帯

　

単
独
世
帯
の
教
育
水
準
を
年
齢
別
に

見
て
み
よ
う
。
表
２
は
、
二
〇
〇
〇
年
、

二
〇
〇
五
年
お
よ
び
二
〇
一
〇
年
調
査

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら

単
独
世
帯
の
「
高
学
歴
化
」
傾
向
が
著

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
の
場
合
、
単
独
世
帯
者

全
体
に
占
め
る
、
教
育
水
準
が
大
学
入

学
以
上
の
比
率
は
二
五
・
一
％
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
、
二
〇
〇
五
年
に
は
三

二
・
八
％
、
二
〇
一
〇
年
に
は
三
七
・

二
％
ま
で
上
が
っ
て
い
る
。
韓
国
で
高

卒
者
の
上
位
教
育
機
関
へ
の
進
学
者
は
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
急
激
に
増
え
は
じ

め
た
。
一
九
九
〇
年
の
進
学
率
は
三

三
・
二
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇

〇
〇
年
に
は
六
八
・
〇
％
、
二
〇
〇
八

年
に
は
八
三
・
八
％
ま
で
上
が
っ
た

（
参
考
資
料
①
、
以
後
小
幅
に
下
落
し

て
二
〇
一
〇
年
に
は
七
九
・
〇
％
）。

　

年
齢
別
に
細
か
く
み
る
と
、
二
〇
〇

〇
年
以
後
の
変
化
の
方
向
性
を
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
場

合
、
各
年
齢
別
の
単
独
世
帯
の
う
ち
、

大
学
以
上
の
高
学
歴
者
が
四
〇
％
以
上

を
占
め
る
年
齢
グ
ル
ー
プ
は
二
五
～
三

四
歳
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
な
る

と
、
よ
り
高
年
齢
の
三
五
～
四
四
歳
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
も
高
学
歴
者
が
四

六
・
七
％
も
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
（
表
２
）。
同
じ
二
二
～
二
四
歳
グ

ル
ー
プ
で
み
て
も
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り

二
〇
一
〇
年
の
ほ
う
が
、
高
学
歴
者
の

比
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
、
韓
国
の
労
働
市
場
で
は
労
働
力

需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
非
常
に
深
刻
化

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
未
熟
練
の
労
働

市
場
で
は
需
要
超
過
、
熟
練
で
高
度
知

識
系
の
労
働
市
場
で
は
供
給
超
過
状
況

が
続
い
て
お
り
、
と
く
に
大
卒
以
上
の

高
学
歴
の
失
業
者
が
急
増
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
大
学
を
出
て

も
職
を
持
て
な
い
「
就
職
浪
人
」
の
多

く
が
、
単
独
世
帯
者
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

●
高
齢
化
す
る
単
独
世
帯

　

単
独
世
帯
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、

高
齢
化
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
複
合
的
な

要
因
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
の
、

な
か
で
も
離
婚
率
の
増
加
が
中
年
・
老

年
期
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
社
会
風
潮

は
無
視
で
き
な
い
。
た
し
か
に
、「
中
・

高
齢
者
離
婚
の
増
加
→
単
独
世
帯
の
高

齢
化
の
深
化
」
と
い
う
図
式
が
、
表
３

に
お
い
て
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

表
３
は
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
五

年
お
よ
び
二
〇
一
〇
年
調
査
に
基
づ
い

て
、
単
独
世
帯
の
婚
姻
状
況
を
各
年
齢

別
に
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
単
独
世
帯

全
体
で
み
る
と
、
未
婚
の
比
率
は
、
二

〇
〇
〇
年
に
四
三
・
〇
％
、
二
〇
〇
五

年
に
四
五
・
〇
％
、
二
〇
一
〇
年
に
四

四
・
五
％
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
る
。
激
し
い
変
化
を
み
せ
て
い
る
の

は
離
婚
の
比
率
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年

の
九
・
八
％
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
は
一

三
・
四
％
ま
で
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
二
〇
〇
五
年
と
二
〇
一
〇
年
の

す
べ
て
の
単
独
世
帯
者
の
な
か
で
、
離

婚
の
比
率
が
有
配
偶
者
の
そ
れ
を
上

回
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
年
齢
別
に
細
か
く
見
て
み
よ

う
。
結
婚
適
齢
期
を
過
ぎ
た
と
い
わ
れ

る
三
五
～
四
四
歳
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る

未
婚
の
比
率
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
四

八
・
三
％
、
二
〇
〇
五
年
に
五
七
・

一
％
、
二
〇
一
〇
年
に
六
五
・
八
％
ま

で
上
が
っ
て
い
る
。
三
〇
代
後
半
か
ら

四
〇
代
前
半
に
お
け
る
単
独
世
帯
者
の

増
加
は
、
主
と
し
て
未
婚
に
よ
る
も
の

表２　教育水準と年齢でみた単独世帯の構成比（2000～10年）

年 教育水準 単　独
世帯計

青少年期 青中年期 老年期
15~21歳 22~24歳 25~34歳 35~44歳 45~54歳 55~64歳 65~74歳 75~84歳 85歳 ~

２
０
０
０

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
無教育 19.6 0.1 0.1 0.2 1.3 5.6 27.0 54.9 75.5 83.0 
小学校 16.4 0.3 0.3 0.9 8.8 25.5 40.9 31.6 18.2 11.7 
中学校 9.9 3.6 2.0 4.2 19.0 24.0 13.5 5.8 2.7 1.9 

高等学校 29.0 35.9 35.9 47.9 46.9 29.5 12.2 5.1 2.2 1.8 
大学以上 25.1 60.1 61.7 46.8 24.0 15.3 6.5 2.6 1.4 1.5 

２
０
０
５

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
無教育 15.1 0.1 0.1 0.2 0.7 3.0 15.4 41.6 64.9 78.0 
小学校 15.4 0.2 0.2 0.3 3.6 16.5 37.9 38.3 25.6 15.8 
中学校 9.2 1.9 1.2 1.8 10.3 23.3 19.0 8.6 4.1 2.4 

高等学校 27.4 24.2 24.1 34.5 50.2 37.3 18.5 7.8 3.5 2.2 
大学以上 32.8 73.6 74.4 63.2 35.2 19.9 9.2 3.8 1.9 1.6 

２
０
１
０

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
無教育 11.3 0.1 0.1 0.1 0.3 1.5 6.5 27.9 50.7 66.5 
小学校 15.4 0.1 0.1 0.2 1.1 10.3 31.0 42.3 34.1 23.9 
中学校 9.5 1.5 0.6 1.1 4.8 19.0 23.7 12.9 6.4 3.8 

高等学校 26.6 18.0 14.4 24.5 47.0 43.4 26.4 11.4 5.8 3.4 
大学以上 37.2 80.4 84.9 74.2 46.7 25.7 12.5 5.5 3.0 2.4 

（注）　①単位は％、②教育水準は入学基準。
（出所）　韓国統計庁「人口住宅総調査に表れた一人世帯の現況及び特徴」2012年12月11日付報道資料、７ページより筆者が加工作成。
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で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
、
離

婚
に
焦
点
を
お
き
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
に
お
け
る
年
齢
別
変
化
を

追
跡
し
て
み
よ
う
。
二
〇
〇
〇
年
の
場

合
、
離
婚
の
単
独
世
帯
者
の
比
率
の
高

い
順
で
、
第
一
位
が
四
五
～
五
四
歳
グ

ル
ー
プ
（
二
九
・
一
％
）、
第
二
位
が

三
五
～
四
四
歳
グ
ル
ー
プ
（
二
三
・

五
％
）
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
な

る
と
、
第
一
位
が
四
五
～
五
四
歳
グ

ル
ー
プ
（
三
六
・
一
％
）、
第
二
位
が

五
五
～
六
四
歳
グ
ル
ー
プ
（
二
六
・

九
％
）
に
変
わ
り
、
単
独
世
帯
の
高
齢

化
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
す
で
に

二
〇
〇
五
年
か
ら
、
四
五
～
五
四
歳
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
、
離
婚
の
単
独
世
帯

者
の
比
率
が
有
配
偶
者
の
そ
れ
よ
り
高

く
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
以
後
、
韓
国
の
離
婚

率
は
急
増
し
て
い
る
。
一
般
離
婚
率

（
韓
国
統
計
庁
は
当
該
年
度
の
離
婚
件

数
を
一
五
歳
以
上
の
人
口
で
割
っ
て
一

〇
〇
〇
を
か
け
て
計
算
）
を
基
準
に
す

る
と
、
男
性
の
場
合
は
、
一
九
九
〇
年

に
二
・
九
‰
、
二
〇
〇
〇
年
に
六
・

四
‰
、
二
〇
〇
三
年
に
八
・
七
‰
ま
で

上
が
っ
た
（
た
だ
し
、
二
〇
一
〇
年
に

は
五
・
六
‰
に
低
下
し
て
い
る
）。
女

性
の
場
合
も
、
二
・
八
‰
（
一
九
九
〇

年
）、
六
・
三
‰
（
二
〇
〇
〇
年
）、

八
・
五
‰
（
二
〇
〇
三
年
）、
五
・

六
‰
（
二
〇
一
〇
年
）
と
推
移
し
て
い

る
（
参
考
資
料
④
、
三
五
～
三
六
ペ
ー

ジ
）。
表
３
で
は
、
離
婚
に
よ
っ
て
従

来
型
の
家
族
構
成
の
解
体
を
一
度
経
験

し
た
単
独
世
帯
が
、
六
〇
代
前
半
の
年

齢
層
ま
で
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
る

と
、血
縁
関
係
で
構
成
さ
れ
る
「
家
族
」

を
主
な
担
い
手
に
し
て
き
た
今
ま
で
の

よ
う
な
高
齢
者
ケ
ア
を
、
単
独
世
帯
者

に
対
し
て
だ
れ
が
提
供
す
べ
き
な
の
か

と
い
う
問
題
が
今
後
、
喫
緊
の
政
策
課

題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
と
い
え
る
。

　

以
上
、
韓
国
の
人
口
住
宅
総
調
査
を

概
観
し
、
関
連
デ
ー
タ
と
分
析
レ
ポ
ー

ト
（
参
考
資
料
②
が
例
で
あ
る
が
、
必

ず
し
も
定
期
刊
行
で
は
な
い
）
を
用
い

て
、
急
増
す
る
単
独
世
帯
の
特
徴
に
つ

い
て
検
討
し
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
に

な
っ
た
「
単
独
世
帯
の
高
学
歴
化
と
高

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

齢
化
現
象

0

0

0

0

」
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
後

の
韓
国
社
会
全
般
に
見
ら
れ
る
変
貌
様

態
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
も
の
で
あ

る
。
人
口
セ
ン
サ
ス
は
韓
国
社
会
を
照

ら
す
有
益
な
鏡
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

（
き
む　

ひ
ょ
ん
そ
ん
／
中
京
大
学
国

際
教
養
学
部
准
教
授
、
き
む　

そ
ん

う
ぉ
ん
／
東
京
経
済
大
学
経
済
学
部
准

教
授
）

《
参
考
資
料
》

① 
韓
国
教
育
開
発
院
『
教
育
統
計
年
報

（
二
〇
一
四
）』
韓
国
教
育
開
発
院
、

二
〇
一
四
年
（
韓
国
語
）

　

 http://cesi.kedi.re.kr/index

（
二

〇
一
四
年
四
月
一
日
ア
ク
セ
ス
）。

② 

韓
国
統
計
庁
「
人
口
住
宅
総
調
査
に

表
れ
た
一
人
世
帯
の
現
況
及
び
特

徴
」
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
一
日
付

報
道
資
料
（
韓
国
語
）。

③ 

―
―
「
二
〇
一
五
年
人
口
住
宅
総
調

査
―
―
国
民
の
回
答
負
担
を
軽
減
し

ま
す
」
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
七
日

付
報
道
資
料
（
韓
国
語
）。

④ 

韓
国
統
計
庁
社
会
統
計
局
「
二
〇
一

三
年
婚
姻
・
離
婚
統
計
」
二
〇
一
四

年
四
月
二
二
日
付
報
道
資
料
（
韓
国

語
）。

⑤ 

韓
国
統
計
庁
、
国
家
統
計
ポ
ー
タ
ル

（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
の
人
口
総
調
査
編
、

http://kosis.kr/statisticsList/
statisticsL

ist_01L
ist.jsp? 

vw
cd=M

T
_ZT

IT
LE&

parentId 
=A

（
二
〇
一
五
年
四
月
二
日
ア
ク

セ
ス
）。

⑥ 

末
廣
昭
「
東
ア
ジ
ア
が
直
面
す
る
経

済
リ
ス
ク
―
―
貧
困
・
失
業
・
経
済

的
不
平
等
」（
末
廣
昭
編
『
東
ア
ジ

ア
の
雇
用
・
生
活
保
障
と
新
た
な
社

会
リ
ス
ク
へ
の
対
応
』
東
京
大
学
社

会
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
）
一

―
三
八
ペ
ー
ジ
。

⑦ 

ゼ
ン
イ
ン
ウ
・
ジ
ョ
ン
ワ
ン
ス
「
自

営
業
政
策
の
過
去
、
現
在
、
そ
し
て

未
来
」（『
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｉ
中
小
企
業

フ
ォ
ー
カ
ス
』
第
一
四
―
一
二
号
）

韓
国
中
小
企
業
政
策
研
究
院
、
二
〇

一
四
年
（
韓
国
語
）。

表３ 　婚姻状況と年齢でみた単独世帯の構成比（2000～10年）

年 婚姻状況 単　独
世帯計

青少年期 青中年期 老年期
15~21歳 22~24歳 25~34歳 35~44歳 45~54歳 55~64歳 65~74歳 75~84歳 85歳 ~

２
０
０
０

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
未婚 43.0 99.3 98.5 90.0 48.3 15.5 3.6 1.0 0.4 1.4 

有配偶者 12.0 0.6 1.3 6.5 23.9 31.0 15.6 5.4 2.4 1.6 
死別 35.1 0.0 0.1 0.3 4.3 24.4 68.9 90.6 96.1 96.5 
離婚 9.8 0.0 0.2 3.2 23.5 29.1 11.8 3.0 1.0 0.5 

２
０
０
５

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
未婚 45.0 99.7 99.3 92.6 57.1 19.7 5.5 1.4 0.6 0.5 

有配偶者 11.6 0.2 0.6 4.9 19.2 29.7 18.3 6.5 2.4 1.3 
死別 31.6 0.0 0.0 0.1 2.2 15.7 57.1 87.4 95.8 97.7 
離婚 11.8 0.1 0.1 2.4 21.6 35.0 19.1 4.7 1.2 0.5 

２
０
１
０

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
未婚 44.5 99.8 99.4 93.5 65.8 25.0 8.4 2.2 0.8 0.6 

有配偶者 12.9 0.2 0.4 4.8 16.2 28.2 22.5 10.4 4.6 3.6 
死別 29.2 0.0 0.0 0.1 1.1 10.6 42.3 79.0 92.7 95.2 
離婚 13.4 0.0 0.1 1.6 16.8 36.1 26.9 8.4 1.9 0.6 

（注）　単位は％。
（出所）　表２に同じ、９ページより筆者が加工作成。


